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のデータを Wave To Text Proc を用いて




















音信号から R 値を求めた結果を Fig.4 に示す。
この結果を見ると、動脈側エアトラップチ
ャンバ、ポンプセグメント部から 20cm と






Fig.3 WBA による正規化相互相関係数 R の算
出例
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ていることが確認できた。Fig.8 に R が低下
し始めた 480 秒から凝固が完了した 540 秒ま
での部分を切り出したグラフを示す。下段の
ウェーブレット変換結果を見ると、凝固前と




Fig.4 各血流音測定部位における R 値
(a) 閉塞率 0%
(b) 閉塞率 100%











































Fig.7 静脈側エアトラップチャンバにおける R 値
の経時変化
Fig.8  Fig.9 の 480 秒以降を拡大
Fig.9 ピロー及び動脈側エアトラップチャンバに
おける R 値の経時変化
(a) 20cm における R 値の経時変化
(b) 30cm における R 値の経時変化
Fig.10 ポンプセグメント部から 20cm 及び 30cm
における R 値の経時変化
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から 20cm 及び 30cm の部位では、凝固後も
拍動流が生じ、そのために凝固後の R 値は、
チャンバ下流閉塞後と同様に低下することが
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